
(様式２) 

那珂湊中学校区の行動目標と具体的な取組 

１ 自分から進んで、気持ちのよいあいさつをしよう       
・委員会活動やボランティアによるあいさつ運動を行った。（写

真①） 

・地域の方やＰＴＡの方の協力を得てあいさつ運動を行った。 

・○あ いての目をみて、○い つでも、○さ きに、○つたわるように、と
いうキャッチフレーズであいさつを呼び掛けた。 

＜成果＞ 

あいさつ運動を通して、自治的な風土が醸成された。その結

果、高学年だけでなく、低学年もあいさつ運動に参加する姿も見

られた。 

 

２ いじめのない、思いやりあふれる学校をつくろう 
・道徳の授業やＳＳＴの授業などで、考えをもち議論しながら 

多様な価値を認めるとともに、他者理解につながるような 

授業づくりをした。 

・いじめ撲滅のために、児童生徒が主体的に活動した。 

（児童生徒交流会）（写真②） 

  ・イエローリボン運動で「いじめゼロ宣言」をした。（写真③） 

・いじめ撲滅のための標語を募集したり、各クラスでいじめ 

撲滅のために何ができるか考えたりすることができた。 

＜成果＞ 

 いじめを「しない・させない・許さない」の意識の高まりが見られ

た。 

 

３ ルールを守り、安全な生活をしよう 
・避難訓練等で、安全な生活について学び、もしも危険な目に

あった場合の対処法について体験的に学ぶことができた。 

 （写真④） 

・学校のホームページを活用して、家庭や地域に安全・安心な

学校生活の支援を呼びかけた。 

＜成果＞ 
  児童生徒一人一人が安全に対する当事者意識を高め

ることができた。 
 
４ 地域を大切にし、積極的にボランティア活動をしよう 

・学校で学んだ地域の伝統文化継承事業を、地域のイベント

で発表することができた。（写真⑤） 

・湊公園に咲く、「はまぎく」の清掃や、夏休み「一人一ボラン

ティア」などに取り組んだ。 

＜成果＞ 

学校・家庭・地域が連携して、児童生徒の郷土に対する思い

を醸成することができた。 
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